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言己

認定番号

QF045BP―-9018

認定をした構造方法又は建築材料の名称

両面ボード用原紙張せっこう板重張/木 造下地間仕切壁

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り

認 定  書

国 住 指 第 5630号

平成 14年 5月 31日

吉野石管株式会社

代表取締役社長 須 藤永一郎 様

国土交通大臣  林  寛

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条第七号の二並びに同法施

行令第 107条の 2第 一号及び第二号 (問仕切壁 (rll力壁):各 45分間)の 規定に適合する

ものであることを認める。



(別添)

認 定 番 号 QF045BP-9018 認定年月日 i平成 14年 5月 31日

品  目  名 両面ボー ド用原紙張せっこう板重張

/木 造下地間仕切壁

申請者名 i吉 野  石  膏  lFm

東京都千代田区丸の内

8‐3‐1(新 東京ビル内)
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1 部 分、防火性能の区分 木 造下地防火構造

2 試 験機関名 働 ベターリビング 受 託番号 第 930850号

3 構 造説明図 (単位 .m)

軸組工法

① グ ラスウール等を充填する場合

透視図

お同壱皇  60× 60

た主  60×60

問柱 60× 30

グラスウール又はロックゥール

,        °

釘又は、ステーフ
°
ル

せぅこ

土台 60× 60
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垂直断面図

共通配置

ダブル酉己置

千烏配置

せ つこ う板駅付部詳細図

柱 又は間柱

グラスウール

文は口,クウール両面ボー ド用原紙振せつこう板

グラスウール又はロ ックウール

柱又は間柱

グラスウール

又はロックウール
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水平断面図

共通配置

千鳥配置

ダブル配置

両面ボー ド用原紙張せ つこう板

両面ポー ド用原紙張せつこう板

両面ポー ド用原紙張せっこう板
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グラスウール等を充墳しない場合

透視図

】同差: 60× 60

間柱 60× 30

釘又は、ステープル

せ っこう板振紙原用

０
　

　

　

ド

釘

GN32

|
両面ボー

土台 6 0× 6 0
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垂直断面図

共通配置

ダブル国己置

千鳥配置

せつこう板 取付部詳細図

両面ボー ド用原紙張せっこう板
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弱
　
一　
４７

粥

一　
４７

耐
一　
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水平断面図

共通配置

千鳥配置

ダブル配置

19～32

19～ 32

ド用原紙張せ つこう板

19-32

19ヽ32

ド用原紙張せ っこう板

両面ボード用原紙張せっこう板
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4材 料 等 説 明

(1 )主 構 成 材 料

① 表 面 材

両 面 ボ ー ド用 原 紙 張 せ っ こ う板 (以 下  せ つ こ う板 と称 す )

規  格

準 不燃  (個 )第  2 8 2 4号

不 燃 (個)第 1 1 4 9 9号

J I S  A  6 9 0 1

寸 法 (m m )

1享さ   9  5、  1 2  5  、  1

大 き さ  最 大   1 2 1

標 準    9 1

捕 部 の 形 状

ス ク エ ア ー

０

　

　

０

5、 1 6 (許 容 差 ± 0

・

:   ×
4 5 0 0

+ :   x 1 8 2 0

介ミ/ミ ル

白

5 )

+ 3
- 0

+ 3
- 0

テ ー パ ー

―
Ｌ

院

上

３

　

８

ゃ
１３

Ｔ
Ｔ

Ｉ

Ｉ

上

２

　
８

†
１４

Ｔ
Ｔ

Ｉ

Ｉ

上

か さ  比  重

含  水   率

0 6 3主 0  0 6以 上

3 0 %以 下

②下地材

軸 組 工 法

柱   6 0× 6 0 m m以 上 、 間 柱  6 0× 3 0 m m以

上 台  6 0× 6 0 m m以 上 、 胴 差  6 0× 6 0 n m以

⑥ グラスウール、ロックウール

上

上

グ ラ ス ウー ル !不 燃 第 10 3 1号 、 JI S  A  6 3 0 1、 A

( 2 4 K  厚 さ 50 m m以 上 )

ロ ッ ク ツー ル モ不燃 第 10 2 2号 、 JI S  A  0 3 0 1、 A

( 3 2 K  厚 さ 50 m m以 上 )

( 2 )副 構 成 材 料

①釘

J I S  A  5 5 0 8

2 3 4φ × 3 1  8 m m ( G N 3 2 )以 上

② タ ッピンね じ

」 IS B  l 1 2 2、  B  l 1 2 5に 規定す る防錆処理 した もの。

3  5 o× 2 5 m m以 上

⑤ ステー プル :防 錆処理 した もの。

幅 4mm以 上 ×長 さ 16m m以 上

0接 着剤

9 5 0 4

9 5 0 4
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酢 酸 ビニル 系 、合 成 ゴム 系  せ っ こ う系 又 は 、 同等 以 上 の性 能 を有 す る もの 〕

⑤ 敷 目板

せ つ こ う板 、せ っ こ うボ ー ド、け い酸 カル シ ウム板 、グ ラス ウー ル板 、ロ ック ウー ル板

(8 0 K以 上 の 高密 度 品 ) 厚 さ 5m m以 上 X幅 4  0 m m以 上

⑥ 目地 等 処 理 材

JI S  A  0 9 1 4に 道 合 す る もの 又 は 、同等 以 上 の性 能 を有 す る もの.

⑦ 充 填 材

(イ )ジ ョイ ン トヨ ンパ ウン ド  iせ っ こ ぅ系 、炭 カル 系

(口 )ロ ッ ク ウー ル モル タル   を 不 燃 第 10 2 3号

ロ ック ウー ル 60～ 8 5 %、 セ メ ン ト 15～ 4 0 %

密 度  0 23/Cm3以 上

(ハ )ロ ック ウー ル       :不 燃 第 10 2 2号 、JI S  A  9 5 0 4

比 重  0   1 o～ o   1 6

充 填 密 度  1  5  0 k g / m 3

(工 )シ ー リン グ材       を ア ク リル 系 、 ウ レタン系 、 ポ リナル フ ァイ ド系 、

シ リヨン系 、酢 酸 ビニル 系

5標 準 仕 様 (施 工 仕 様 )

( 1 )塁 出 し

間仕 切 壁 を設 置 す る所 定 の 位置 に 、塁 出 しを行 う。

(2 )柱 、 間 柱 の 取 付 け

あ らか じめ現 場 の 寸 法 に合 わせ て切 断 され た桂 、間柱 を千 鳥 配 置 の場 合 は約 30 3

m m以 内 の 間 隔 で 、共 通 又 は ダブル 配 置 の場合 は 60 6 m m以 内 の間 隔 で取付 け る,ま

た 必 要 に応 じころ び止 め等 の補 強 を設 け る もの とす る )

( 3 )敷 目板 の 取 llけ

敷 目板 を使 用 す る場 合 は あ らか じめ幅約 40 m mに 切 断 した敷 目板 を柱  問 柱 に仮

留 めす る。

(4 )下 張 せ っ こ う板 の 取 付け

下 張 せ つ こ う板 は 、縦 又 は横 張 に して 、cN 3 2以 上 の釘 又 は 35ゅ X 2 5  m  l n以

上 の タ ッピ ンね じで 、周 辺 部約 15 0 m m中 間部 約 20 0 m m以 内に  固 定 して取 付

け る。

(5 )グ ラ ス ツー ル の 充填

グ ラ ス ウー ル 等 を 充填 す る場合 は 、片 面 の 下張 せ っ こ う板 の取付 け後 、 中空 部 に グ

ラ ス ウール 等 を充填 し、反 対側 の 下張 せ っ こ う板 を取 付 け る。

(6 )上 張 せ っ こ う板 の 取 付 け

上 張 せ っ こ ぅ板 は 、縦 又 は横 張 に して 、下張せ っ こ う板 と 目地 部 が重 な らな い よ う

に して 、 GN 4 0以 上 の釘 文 は 3 5ゅ X 3 2 m m以 上 の タ ッ ビンね じで 、約 20 0

m mの 間 隔 に 留付 け る。

ス テ ー プル の み で 留 付 け る場合 は 、接 着 斉」を点付 け しステー プル で留 付 け る。 ス テ
ー プル の留 付 間隔 は約 30 0 m mと す る。

(7 )目 地 部 及 び 取 合 い 部 等 の 処 理

(イ )目 地 部 を化 粧 目地 とす る場 合 は 隙 間 の 出 な い よ うに 突付 張 りの ま ま とす る。
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(口 )大 壁 に す る場 合 は 、 日地 部 を 目地 等 処理 材 に て 平滑 に仕 上 げ る。

(ハ )4 T、 タ ッ ピンね じ、 ステ ー フウレな どの留付 部 は 、 目地 等 処 理材 に て 平 滑 に仕 上

げ るっ

(二 )取 合 部 は隙 間 の な い よ うに充 填 材 にて 充填 す る。

(ホ )伸 縮 可 動 を 目的 と t′た 目地 及 び 取 合 部 に は 、充墳材 (ロ ック ウ
ール 等 )を 15 0

1 t g / . n 3程度 に 疎 間 の 無 い よ うに 充填 す る。

(8 )麦 面仕 上 げ

目地 処 理 等 の 表 面 処 理 終 了後 、 防 火 上 支 障 の な い塗 装 、 ク ロス 張  吹 付 け等 に て

仕 上 げ る,

6  留 意 事 項

(1 )せ つ こ う板 ,ま、雨 、湿 気等 の影 響 を うけ ない よ うに平 IBな場所 に保 管す る ,

( 2 )せ っ こ う板 は 、角 や接 着 面 に過 度 の衝 撃 を与 えた り、表 面 に傷 をつ けない よ うに lg紙 、

施 工 す る。

フ 付 帯 条 件 な し

8 注 意 事 項

当該 認 定 書 に お い て 、 「建 築 基 準 法 の 一 音[を 改 正 す る法律 J(平 成 10年 法律 第 10 0

号 )に よ る改 正 前 の建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る建 設 大 臣 の認 定仕 様 が あ る場合 は 、平成 14

年 6月 1日 以 降 は 「建 築 基 準 法 の 一部 を 改 正 す る法律 J(平 成 10年 法 律 第 10 0号 )に

よ る改 正 後 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よる 当該 認 定 仕様 に係 る国 上 交通 大 臣 の認 定 仕様 を用 い

る もの とす る ,
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